
東秩父村

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

東秩父村版スーパー・シティプロジェクト ～伝統と文化を後世に伝え、希望と安心に満ちた持続可能な村～

村全域

概
要

役場周辺における公共施設の集約やにぎわいの創出に取り組むとともに、ICT技術の活用や再生
可能エネルギーの導入等を進め、村のありたい姿である「伝統と文化を後世に伝え、希望と安心に
満ちた持続可能な村」の実現を目指す。

課
題

・地域コミュニティの充実化及び福祉・子育て環境の改善
・医療・介護体制の逼迫への対応
・地域の防災力及び防災体制の強化

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

公共施設の集約による
拠点形成とにぎわい創
出

中長期
（5年～10年）

• 役場周辺における公共施設の集約・複合化及び
にぎわいの創出

• 道の駅における公共交通拠点の強化
• 地域おこし協力隊と連携した空き家対策や移住
定住の推進

• 小中学校統合再編に伴う教育機能等の集約

・新庁舎建設におけるコミュニ
ティ機能の充実、活性化策
・空き家の利活用

ス
マ
ー
ト

ICT技術を活用した住
民の利便性向上

中長期
（5年～10年）

• ICT等を活用した電子自治体の推進による住民
等の利便性向上

• デジタル技術を活用した公共交通空白地有償運
送の充実

・自治体DX の導入
・公共交通のデジタル化

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

安全・安心で持続可能
な村づくり

中長期
（5年～10年）

• 自主防災組織の育成、防災体制の充実
• 防災情報の発信手段の強化
• 公共施設等における、再生可能エネルギー及び
蓄電池の整備による災害時の電源確保

・再生可能エネルギーの導入
・蓄電池の設置



東秩父村版スーパー・シティプロジェクト ～伝統と文化を後世に伝え、希望と安心に満ちた持続可能な村～

スマート

レジリエント

・ICT等を活用した電子自治体の推進による住民等の利便性向上
・デジタル技術を活用した公共交通空白地有償運送の充実

・自主防災組織の育成、防災体制の充実
・防災情報の発信手段の強化
・公共施設等における、再生可能エネルギー及び蓄電池の整備
による災害時の電源確保

タブレット型端末の配布

自主防災組織の育成 再エネの推進

白石車庫

至 寄居町

至 小川町

村役場
新庁舎

道の駅

バス路線
（県道熊谷小川秩父線）

中心拠点

バス路線
（県道坂本寄居線）

小学校

中学校

村役場新庁舎イメージ 道の駅バスターミナル

・役場周辺における公共施設の集約・複合化及びにぎわいの創出
・道の駅における公共交通拠点の強化
・地域おこし協力隊と連携した空き家対策や移住定住の推進
・小中学校統合再編に伴う教育機能等の集約
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